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日本語学習支援ボランティア養成講座

日本語教育部会では、10月5日から11月16日まで全5回「日本

語学習支援ボランティア養成講座」を開催しました。先ず、

「市内外国人在住状況」を把握し、その後、講師の神山英子

氏から「日本語支援ボランティア講師の役割、心得」「日本

語教育の基本」等を解りやすい教授がありました。受講者は、

熱心に興味深く聞き入り、質問等もあり意欲的に取り組んで

いました。4回、5回目の講座はグループ学習となり、講師の

教授をもとに現役支援ボランティアスタッフのアドバイスを

受け、自ら内容を組み立て使用教材の工夫も凝らした模擬

荒井与志雄さん

私は仕事柄よく外国の方と話すことがあるのですが、町内でのごみ問題等、伝え方の難し

さに苦労した事もありました。今はアプリ等を使用もしていますが今回ボランティア養成

講座とし日曜日に実施していただくことで、より参加者が増え、伝え方を学べたらいいな

と思い参加致しました。漢字の 七 を「ナナ」「シチ」と呼ぶ等、伝え方の難しさを感じ

ていました。今回の講座を受け、生徒として理解しやすい学習順路があるということを痛

感致しました。今回の進め方を学習し、今後に活かしていきたいと思います。

40代女性 Aさん

母がこの講座を見つけて参加してみたら? と声をかけてくれた為、参加することになり

ました。今まで引越しも多く、なかなかその土地に定住することも少なかった為、人と

つながるという目的もありました。全５回の講座を受けて今まで関わりのない方と交流

を持てて、とても刺激を受けました。まだ仕事の都合上、どう活かしていくかの見通し

はたっていませんが日本で暮らす外国人のサポートをしていきたいと考えています。

授業を展開し、また、外国人になって受ける側の体験もしました。今後、受講者14名の方々が４

つの日本語支援サークルにて、外国人の学習支援をしていくことが期待されます。より良い共生

社会がさらに広がっていくことを切に願っております。

参加者の感想

講師の 神山英子先生

【講師コメント】

日本語支援に関して基礎的なことを紹介しました。日本語学習者の伴走者として、今後も共に学

び合うことを大切にしていただけたらと思います。
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第一回

講師側は日本語教育部会の松本さん

生徒側は元生徒の Joana さん、Irysh さん

（フィリピン出身）

11月15日、小山市内でインタビューを行いました。

■ 松本さんインタビュー

～日本語教室で過ごす時間～

――日本語を教え始めたきっかけを教えてください。松本さん：「何か一つボランティアをしたいと思っていたんです。そ

れで、小山市国際交流協会で“フライデーナイト”を立ち上げる時に参加しました。以前、松戸市に住んでいた時にも、松

戸市国際交流協会に入っていたことがあって、その経験も大きかったと思います。」――教える中で印象に残っていること

はありますか？ 松本さん：「Joana さんと Irysh さんが印象に残っています。お二人とも日本に来たばかりだったんです

が、とても素直な生徒さんだと感じました。来日してすぐに車の免許も取って、車も持っていて、本当にすごいなと思いま

した。」 ――これからの教室活動や、どんな気持ちで続けていますか？ 松本さん：「日本語を教えることが楽しいです

し、学習者の方との交流も楽しいです。」――松本さんにとって、日本語を教える“やりがい”とは？ 松本さん：「教え

る中で、自分も日本語について改めて考えることが増えました。日本語の良さや、逆に難しさにも気づきました。もっと

しっかり伝えられるようにと思って、日本語検定3級も取りました。教えることは、自分のためにもなるんだと感じていま

す。」

■ 元生徒のJoana さん インタビュー

～日本語を学んで広がった新しい世界～

――日本語を学ぼうと思ったきっかけを教えてください。Joana さん：「最初は、日本に住んでみたいと思って来日しまし

た。両親が長く日本で働いていたこともあって、日本に興味があったんです。来日してから“日本語を勉強したい”と思う

ようになりました。フライデーナイト日本語教室は、Irysh さんが見つけてくれて、一緒に通い始めました。」――日本語

教室で印象に残っていることは？ Joana さん：「松本先生に出会えたことです。とても優しくて、日本で最初の日本人の友

人になってくれました。」――これからやってみたいことや夢はありますか？ Joana さん：「将来は、スウェーデンに住

んでみたいと思っています。」――日本語を勉強して変わったことはありますか？ Joana さん：「日本人の考え方がよく

理解できるようになって、コミュニケーションも楽になりました。フィリピンと比べて、日本人は他人にあまり干渉しない

ことも自然に理解できるようになりました。」――補足：これまでの歩みJoana さんは、日本語教室に通った後、ALTとして

小山市で2年、続いて佐野市でも勤務。日本での生活を大切にしながら、確かな一歩を積み重ねてこられたことが伝わってき

ました。

■ 元生徒Irysh さん インタビュー

～日本語がくれた自信と新しい毎日～

――日本語を学ぼうと思ったきっかけは？ Irysh さん：「日本人の方と話してみたい、日本のことをもっと理解したいと

思ったのがきっかけです。」――日本語教室で印象に残っていることは？ Irysh さん：「松本先生に出会えたことで

す。」――これからの目標を教えてください。Irysh さん：「これからも日本でALTとして働き続けたいです。」

――日本語を勉強して変わったことはありますか？Irysh さん：「勉強する前はすごくシャイでした。でも、日本語を勉強

してからは自信（Confident）が持てるようになりました。」――補足：これまでの歩みIrysh さんは、学校卒業からわずか

3日で来日し、現在で日本生活6年目。栃木市大平で暮らしながら、ALTとして地域に貢献しています。

左から
Irysh さん

 Joana さん
松本さん

小山市国際交流協会には４つの部会が有り、日本語教育部会もその1つです。活動はその名の通

り外国人に日本語を教えています。詳細は、曜日ごとに５つのサークルがあり日本語教室を開い

ています。手法も「対面」が３サークル、「オンライン」が２サークルです。さて、どんな国の

どんな人が、どんな勉強をしているか？ 又、卒業後はどんな生活を送っているのか？興味はあ

りませんか？教える方も教わる方も、それぞれいろんな思いをもって臨んでいます。広報部会で

はそこに注目しその実情を記事にすることを決めました。対象が広いのでシリーズ化します。初

回は特別編です。教える講師側、教わる生徒側、両方に登場していただき、インタビュー形式で

進めました。

ひとつむぎ～日本語教室ストーリーズ～ （１） 日本語教育部会

ジョアンナ アイリシュ
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